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山形県鶴岡市（温海地域）の紹介

山形県鶴岡市

 山形県庄内地方の南部に位置し、古くは
庄内藩の城下町として栄える。

 平成17年10月1日、鶴岡市、藤島町、羽
黒町、櫛引町、朝日村、温海町の1市4町1

村が合併し、新鶴岡市が発足。

 鶴岡市の人口は約12 万人で、県内では2

番目、面積は1,311.53ｋ㎡（東京23区の
約2倍）東北では一番広い市となる。

温海地域

 三方を摩耶山系の豊かな山々に囲まれ、
西側には変化に富んだ海岸線が続く、自
然の魅力が凝縮された地域

 自然に育まれた高品質の農林水産物

 温海温泉は、開湯1200年の県内有数の
温泉地

◀400年以上続く伝
統的焼き畑農法で
の栽培「温海かぶ」

◀しなの木の樹皮繊維
を糸にする伝統的工
芸品「羽越しな布」



温海地域の課題①

一方で・・・・

 土砂災害、津波等の自然災害のリスク

が高い

 農業は地形的制約から大規模化が難し
く、経営効率は低い

 工業団地もなく、小規模事業者が主で
あり、若者の就業の場が不足

 利用者減少よるバス路線の廃止、減便

 商店や医療機関等生活サービス機能が
低下

 少子化による保育園、小中学校の統廃
合、県立高校の廃校

 人口減少、高齢化により、人材不足、
財政難等集落の自治機能が低下、地域
文化の継承も困難に

 温海地域の年齢層別人口推移

 温海地域の人口ピラミッド



温海地域は、鶴岡市街地から30～40ｋｍ離れていることから、子育て世代を中心とし
た若い年代層が市街地へ転出し続けた結果、毎年２００人が減少。現在は、1960年
（昭和35年）の約１/３。このまま推移すると・・２０年後１/２に！４０年後１/５に！
これまで維持・継承されてきた地域行事や祭典、伝統芸能・文化、農作業、地域の共同
作業などの実施、継続が難しくなってきている。
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温海地域の課題②

（現状のコーホート変化率・修正率・若者転出率で計算）
 温海地域の人口予測シミュレーション



関係人口の創出・拡大

 Society5.0時代にふさわしい仕組みづくり
経済財政運営と改革の基本方針2019〔令和元年6月21日閣議決定〕

東京一極集中の是正、地方への新たな人の流れの創出

〇特定の地域に継続的に多様な形で関わる「関係人口」の増加、二地域

居住・就業の推進

 デジタル田園都市国家構想総合戦略〔令和4年12月23日閣議決定〕

第２章 １－(１)デジタルの力を活用した地方の社会課題の解決・魅力向上

②人の流れを作る【関係人口の創出・拡大等、2地域居住の推進】

 第２期 鶴岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略〔令和2年3月〕

【基本目標２】 ひとの交わりを加速させ、移住者や関係人口を増やす

具体的な施策

（１）移住・定住・地元回帰の促進

（２）関係人口・交流人口の拡大



プログラムのテーマ・スケジュール

 関係人口として温海と繋がる仕組みづくり・土壌づくり

温海地域の人口減少に歯止めをかけることは難しいと考えるが、地域外の人に対し、温海地域の担

い手としての活躍を促すことで、地域の活力を維持・発展させ、多くの若者との関わりの中で住民が

刺激を受け、交流が新たな価値を生むなど、地域活動が活性化することを期待している。

地域課題の解決には、外部人材の協力が必要不可欠である。地方に関わりを持ちたいと考えている

20代～30代の「都市住民」が温海地域に関わる仕組みの提案と、都市住民の視点で魅力と感じるコ

ンテンツ、関わりしろの洗い出し、磨き上げについて調査、分析をお願いしたい。また、地域の内外

を越えたメンバーが継続して地域づくりに関わっていく仕組みを一緒に考えていただきたい。

 プログラムのスケジュール

６月
活動計画打合せ
現地活動の
事前説明
2022年度までの
活動経過の共有

８月中旬～９月
第一回現地活動（2泊3日）
地域資源の調査活動
（各種体験、視察、ヒアリン
グ）、関わりしろの調査、実
践、地域住民・団体との意見
交換

10～1月
オンラインによる
地域との交流
提案施策の検討、
調査、試行

２～３月
地域住民、地
域団体、行政
職員を対象と
した現地報告
会

行政の支援：現地活動、オンライン地域交流会の支援
地域住民、地域団体・組織、地域おこし協力隊OBとの連携・交流のセッティング
地域内の移動、施設の案内や手配等

11～12月
第二回現地活動
（1泊2日）
提案施策についての
試行、調査
地域住民・団体との
意見交換等


